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CH3NH3PbI3に代表される有機・無機ハイブリッドペロブスカイト結晶は、低コストながら太陽

電池の光活性層として 20%の高いエネルギー変換効率を達成したことから、近年注目を集めてい

る[1,2]。太陽電池の全製造プロセスを低温(<150 
o
C)で行い、導電性プラスチック基板上に作製した

軽量フレキシブル太陽電池は、輸送コストの低減やウエアラブルデバイスへの展開が期待されて

いる。本研究では、表面水酸基の脱水縮合に基づき 150 
o
C以下の低温でメソポーラス層を形成す

るブルッカイト TiO2ナノ粒子
[3]を用いて、プラスチック上にペロブスカイト太陽電池を構築した。 

ITOポリエチレンナフタレート基板に SnCl2溶液およびバインダーフリーブルッカイト TiO2分

散液をスピンコート、150 
o
Cで乾燥させることにより、アモルファス SnOx緻密層とブルッカイト

TiO2メソポーラス層を作製した(図 1a)。さらに、CH3NH3Iおよび PbCl2を含む DMF溶液をスピン

コートしてアニールすることで、ペロブスカイト層を形成した。正孔輸送材として spiro-OMeTAD

をスピンコートし、金を蒸着した。 

作製したフレキシブルペロブスカイト太陽電池は、擬似太陽光照射下で最大 13.4%の高いエネ

ルギー変換効率を示した(図 1b)。さらに、1.5 cmの曲率半径で電池を曲げたところ、100回の曲げ

サイクルの後でも性能が維持されており、高い機械的安定性を示した。 
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図 1 フレキシブルペロブスカイト太陽電池の(a)断面 SEM観察画像と(b)光電流密度-電圧曲線。 
挿入図:フレキシブルペロブスカイト太陽電池の写真。 
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